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港湾等の強閉鎖性海域の貧酸素水塊の動態
Movement of hypoxia in strongly enclosed waters of ports and harbor
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大阪湾奥部の港湾内海域は市民にとっての親水空間である一方で，このような水域では底層に貧酸素・無酸素水塊が形
成されやすい．また，ときには底層の貧酸素水塊が，風の吹き寄せなどの影響により海面まで湧昇し，青潮となる．この
青潮は，魚介類の大量斃死を起こすとともに，沿岸の住宅地に悪臭を放つことも知られている．貧酸素化は他の内湾でも
起きており，貧酸素化対策は内湾の環境再生に共通する主要な課題となっている．藤井ほか (2010)によれば，底層の貧
酸素水塊中には高濃度の CO2 が蓄積されていることが示されており，貧酸素化が問題となる沿岸域が CO2 の吸収源か，
放出源かを明らかにすることは，沿岸の環境保全や貧酸素化対策にとって重要である．本研究は，強閉鎖性海域の貧酸
素水塊の季節的・場所的な違い，躍層の変動および，CO2 の吸収・放出について明らかすることを目的として行った．
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